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先郭 1)に於ては谷水量の極めて低い砂Fr壊では、灌水による肥料要素の溶脱はこ供試陸稲の日
消費水量の少い生育の初期に与えられる多量の灌漑水により著 しく促進されることが明ら力ヽこされ
た。黙しながら降雨の影響を除去する目的でビニール雨覆を使用したためL必ずしも実際の圃場に
於ける栽培条件下の要素溶脱経過を推察するに適当な結果を得たとは云えない。
叉実験結果の中と窒素の溶脱量が極めて少く、僅か供給要素量の0.5～2.0%に過ぎなかった。
これを従来の実験例(2)に見られる値と比較すれば過少の値であると思われる。
先報に於ては、滲透流亡水中の窒素定量に際し.予め供試水を還元鉄一塩酸法で処理したが硝酸
態窒素の還元が不充分であつた事も懸念される。従つて本年度に於ては、特に先報の場合と別の窒
素定量法を採用し、ビニール覆を徹去した以外は殆んど先報と同様の計画のもとに再試験を行つた。
その結果.窒素溶脱にっいては、先報の結果と異り、その溶脱率はこ植生試験区では 10～2 oO/0
,又無植生区では75%を示した。本報告に於いては三要素中窒素にっぃて得 られた結果を報告す
る。
Ⅲ 実験 方 法
1・ 陛稲の栽培
供試陸稲の品種及び裁培法は先報(1)と殆んど同様であつて.その概漢は次の如くである。
即ち.7個のラィツメーター (但しⅦ区は夕《植性区)に本pF・究所内の砂土を充填し、5月27
日に裁培密度5 00TBx 6 0∽(一種当り27株)で陸稲を移植ヒ 9月19日に収獲した。LgE
-5電―
緒
量は1枢当り基肥として硫安25pこ過石25夕と硫加 15多L更に追肥として碗安2回も計20
夕 (6月10日 10夕、 7月14日 10夕)を施用した。
尚本年度は、降雨の遮断を行わなかつた。
2.灌水量及び降水量
7個の試験区の申、 I. IB及び皿区は,夫々 土壊中の水分、蒸散量及び陸稲の釦守状態を考
慮して随時に適当量を灌水した区であり、Ⅳ及びV区は3日置に夫々18解及び24効B叉Ⅵ及
びⅦ区は、何れも3日置に50駆灌水した区である。  '
各時期別に各試験区に供給された溶漑水量及び降水量を示すとを 1表及びを2表の如くである。
邁漑水中の三要素 (N.毘Q 恥o)量は夫々1♂当り N 5.6, 毘o50週84及びK20
1.8れ夕 でぁり、従つて各試験区に全期間中に供給された要素量はオ5表及びを4表の如くとな
る。
オ 1表    各期間に供給された灌水量及び降水量
期間淳i景キ肇還:名
水 量  (翻 )灌 降水量の )
I I Ⅳ V  Ⅵ～ⅦⅢ I～Ⅶ
1.   5.25ハッ5.28
2.  29～6. 4
3.  6. 5～ .14
■ .12～.18
5.  .19_ .25
6.  之6～7.2
7,  7. 5～  。9
8.  .10～ .16
9.  .17～ 。50
10,  。51～8,15
11.  8.14- .27
42.  ク8～9. 5
13. 9.4_ 。lo
56   36
25   25
20   28
15    21
o   427
0   24.4
0   14る
0   32
97  12える
26   5ア4
52  1o8,6
0   2o〕
9      8
56
25
20
9
0
1え4
0
8
134
26
lo2
36   56   36
25   25   25
2o   44   50
36   48   68
5る   48   6D
8      8      o
18   24   38
54   72   70
72   96  129
90  120  158
90  128  15o
18   24   59
0      0      o
5.8
05
6.0
1又0
58.1
116.5
75.0
14.8
4整
え0
85'
3ZO
73.4
合 計 271  526.4  55o.4  495  657  8013552
-55-
ォ2表 期間別供給水量 (ど)
ォ3表 試験期間中に供給された要素量
(肥料十濃 漑水 )
浄 4表 時期 別窒素供 給量 (p)
I Ⅲ Ⅳ V Ⅶ (Ⅶ)
1    5。25-5.28
2    ,29-6. 4
3  ■ 5～ .11
4   .12～ ,48
5   .19～ .25
6   .26～7. 2
7  7.5～.9
8   ,lo～ .16
9     。17- .50
19   .51～8. る
11   8。14～ .27
12     .28_9. る
15   9, 4～ .18
29.62
1828
18,78
26.12
41.98
84.o3
54_19
10.69
7526
5997
99_65
2473
56.64
1
29.62
18.28
48.78
2ア46
7235
99,49
64.52
55.81
95.57
82,65
48.53
41.47
56.64
2262
18.23
48,78
1228
41,98
89.37
54.19
18.69
10o28
5Я97
15576
26.75
56.64
41.0
25_る
26.0
53.o
94。1
146.5
95.8
688
76.4
14ヱD
l｀75.9
55.0
73.4
41.Cl
25.3
5o.o
65.0
106,電
116.5
99.0
86.8
1 0 Cl.4
177o
205_9
61.0
78.4
41,8
25る
56.0
7ア0
118.1
116.5
105.0
104.8
124,4
20■0
255_9
6え0
78,0
計合 59るL92781.45654.571950.2421221556.2
試験区名 N P205 K20
I
I
I
Ⅳ
V
Ⅵ
Ⅶ
9.56
9,66
9.62
9.65
982
9,98
9,98
8.25
8.25
8.25
8.25
8.25
8.25
825
9.08 ワ
9.44
9.19
9.62
Я91
10.17
おO.17
甦 5. 25～6. 11 t 42～
7. 16 7. 17-9. lo
合 計
肥 料 灌漑水 月巴 料 灌漑水 肥 刈 灌漑水
I
I
I
Ⅳ
V
Ⅵ
Ⅶ
5.25
5.25
525
5.25
5.25
525
5.25
0.o55
0.055
0.055
o.045
0。C159
0・862
0,062
2.lo
2.10
2.48
2.10
2.1‐a
2.10
2.40
B.806
0.055
0.058
0.081
0.108
0。154
0.154
2■9
2.l Cl
2.10
2.10
2.10
2,10
2,10
0.071
0。127
8.106
El.151
8.202
0.252
0.252
9.56
9.66
兜62
9.63
282
9,90
9.90
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3・ 滲透水の分析
フインメー ター の滲透流亡水をオ5表に示した期間毎に集め、各区夫々100Dれどの試料を
取り、 100脇どに濃縮した。その適当量を用いてB所合アンモニヤ態窒素及び硝酸態窒素をネ
ツスラー法°)及びフエノー ルジスルフオン酸y_10九こょり定量した。
皿 実験結果及び考察
1・ 灌漑水の滲透流亡について
を 1図に湛漑水の滲透流亡量の累計を一部の試験区について示した。6月26日から7月2日
に亘る急激な流亡量の増力Hは、この期間中の多量の降雨 (116.5翻)に原因するものである。
Ml区はⅥ区と給水量は同量であるが、無植生であることを反映して7月40日以降Ⅶ区を進かに
上回る滲透流亡量を示す。植生区に見られる7月9日以降 8月電5日までの僅少な流亡量の増加
は、この時期が騰用の消費水量の増大期に相当するためである。
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浄 1図  試験期間中の供給水の滲透流亡量
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オ 5表 各 時期 の供給水 の滲透流亡率 (%)
重殻 I I Ⅳ V Ⅵ Ⅶ
El.5。23-6,18
b.6.19～ア 9
c.アtO-8.13
d.8.14-240
4o.4
65,6
5.4
40,
284
4え2
1,4
325
332
51,4
ア8
40B
49,1
4る。1
13.5
38.5
51.5
55る
46.5
3ア7
55'
55.2
26.4
38,2
45。4
6 Cl.9
65,7
55.5
ォ 5表に全滲透流亡水量に対する各期の滲透流亡水量の割合を示したが、 I～Ⅶ区は降雨量の
多かつたb期(6月19日～7月9日)に最も流亡率大きくこ陸用の消費水量の多いc期(7月
10日～8月15日)に最も少くなつている。これらによれば本試歓圭壊では陸稲の威慕期はと
もかく、未だ消費水量の増大を示さないる月中～下旬の降雨力ヽ 灌漑水の滲透流亡率をかなり
高める原因となつている。
2.窒素の滲透流亡につぃて
主な区についてt各期間の滲透水中のアンモニヤ態窒素及び硝酸態窒素の濃度 (卵P/ゼ)を
図示すればオ2図の如くでぁる。又各期間の全窒素溶脱量及び全窒素中硝酸態窒素の占める割合
を示すとオ6表及びオ7表の如くである。
これらによれば、滲透水中のアンモニヤ態窒素の濃度は最高2れワ/ゼでぁつたに対ゝ 硝酸
態窒素は15肥夕/″(無植生区は20胞夕/♂)を示咀 滲透水中の硝酸態窒素の濃度は極め
て高くLナ7表からも窒素の流亡は,殆んどNo」の形態で行われる事が示される。金窒素にっ
げて、主な試験区の滲透溶脱累計量を示すと,矛3図の如くであり、全体として、潅漑水の流亡
経過に酷似している。
この事はこ先事二)にも示した女Hく、容水量の低い砂土の一般的傾向であろう。
窒素の滲透溶脱率 (シ8表)を見るとこ給7kn制後る月 11日までは. 1～4%であり、更に
7月16日までを求めるとる 10~22%となり、 6月12日以降.急激な増力Hが見られている。
この増加は.6月15田～7月9日間の計25o紹に達する降雨の影響と思われる。
従つて.時期別の窒素の滲透溶脱作用を詳細に検討するために.Ⅵ区 (る0躍灌水区)及びⅦ
区 (50解灌水Ⅲ無植生区)についてアンモニヤ態窒素及び硝酸態窒素の溶脱量をオ4図に、叉
各植生試験区の給水 1剛当りの溶脱全窒素量を算出して、 1週間の合計給水量との関係をを5図
に示した。
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ォ6表  各時期の窒素溶脱量 (理夕)
才7表  溶脱窒素中のNo3~Nの占める割合 (%)
期
｀
ご｀運整1【名 I Ⅱ H Ⅳ V Ⅵ Ⅶ
1   525-5.28
2   .29～6. 4
3   6. 5- .1巧
4  .12～ .18
5   .19～ .25
6   .26-え 2
7   ア 5～  .9
8  .40～ .電b
9   .17～ .30
10   .51～8,13
14  8.14～ .27
42  .28～ 5
15  24～、.10
115.2
222
287
94.4
215.7
605.1
124.6
48.6
25
46.5
265,1
99.7
185.5
46.4
11.9
乙7
45お
164.6
5oえ9
5.8
4る
C.1
5.6
99.2
528
80,1
38.4
奪El.4
lo,1
125
29,9
76え4
828
5.0
429
0'
327
422
55。1
1
21.4
25.1
28.4
196.7
210.1
0424
198.7
525
25.7
45'
181,9
162る
727
84,0
25,1
1165
280.9
2229
8o4る
438.5
52る
2え8
55,8
72.9
78.2
455
36う
54.2
11ア4
4223
265,2
4o5.8
75,7
58.4
72る
45,9
119.9
45,2
36.8
9.2
5.9
56.4
1773
24える
1155.4
588,
825.5
255ヱ9
124アも
74■9
158.2
81.4
言ト合 1771.51054う1164.82158.91 6971724.77591.5
I 亜 Ⅳ V Ⅵ Ⅶ
5.25～6,41
6.12～z16
■17～Я10
8Яl
95.0
96.5
90る
94.5
944
91.8
96.2
885
79.5
90お
95.1
68,6
88.2
925
71.2
8,4
829
624
928
94'
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を8表 窒
日 (日/月)
試験期間中の窒素溶脱量矛5図
率脱溶素
試験 区
＼ゞ 生
間 5.26-6,1 45.26-■4る 5.26-9.10陸 稲 利 用率
I
I
RI
Ⅳ
V
VI
Ⅶ
3.14%
1.24
1.11
1.58
4.25
5,48
Cl.97
16.9斧
10.65
12.89
22.34
22.76
18.63
40.54
電8.55%
lo,71
12.10
22.42
20.86
1ス42
7る.68
62,9°/°
51,6
58,2
60.7
76.6
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才4図によれば,期間番号8以前 (7月16日以前)に於いてはご植生区の絵水量と窒素の溶脱量
との間に深い関捧を窺うことが出来る。特に注目されるのはも月13日以前 (期間番号4以前)で
はこアンモニヤ態窒素り溶脱が特徴的であり,それ以降では,硝酸態窒素の溶脱が著しいoこれは、
ォ 2図に於ける6月19日～7月2日 (降水量174.4卿)間の滲透水が高濃度
の硝酸態窒素を合
む事からも明らかである。
硝酸化成作用の適温(5)は25～28℃とされている力ヽ 本試験地で地中5-10側の部位の平均
囃
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N H4=
200もP,
?
?1234567
期
を 4図 Ⅵ及び Ⅷ区め窒素溶脱量及給水量
地風が硝酸化成作用の適温に通するのは46月中頃いち4らと見てさしつ力えなかろう。従つて、その
の頃の多量の降雨が一層硝酸態窒素の溶脱を促進したものと考えられる。オ7表に於いても試験の中
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?
?
?
期以後て硝酸態窒素の占める割合が大きくなつているのが認められる。
ォ5図の結果によるとも給水の単位量 (1叩)による溶脱窒素量は、陸稲生育の初期ては、給水
量にある程度比・prする如くであり. 6月18日以前のォ1回窒素追肥直後で1五1給水量が週当り
40紹を超えるとこ給水1解当り3滉ρ以上の溶脱を示す。
6月19日～7月16日間に於いては週当り400撤の給水を行つても.窒素溶脱量が2扉夕を
超える場合は希であるがこ116印に達する降雨の直後では,3～9滉夕の溶脱量となつているo
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を5図  給水尊位量 (1/77)送りの窒素溶脱量
陸稲の消費水量の増大期に於いては、給水量との間に切確な関係はみ られず、又浴脱量も徴量 とな
つて与｀る。
本実験の結果では、多量の給水力ヽ 特に作物の窒素吸収利用を妨げたとは認められない力ヽ 消費
485 Cl
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水量の増大期以前の.特に追肥直後の、多量の給水L或は、硝酸化戊作用の適温時期に於ける集中
的な降雨たよつて,窒素溶脱が促進される事,工
"ら
かであり、適当な客土材の投入による保水量
の増加t或は新鮮有機物め混入等による硝酸化成作用の軽減対策も必要であろう。
IV 要    約
ラインメー タ‐々とホ砂丘研究実験所内の砂上を充娯し、間断日数5日で毎図. 18,24,30
胸及び随時灌水 (5区)の計6区を設けt陸稲を戒培して潅水の滲透流亡に伴う窒素の溶脱につい    生
て検討を行つた。その結果は次の如くである。
(1)試験期間中の窒素の溶脱率は,植生試験区では10～2o%、無植生試験区では約75%であ
った。
(21 陸稲の生育花劇に於いては、窒素溶脱量は給水量に比例上 特に追肥直後では週50期以上の
給水により、給水 1解当り5～6腕夕の溶脱が見られた。
(3)陸稲の洋i費水量増大期では、週100知の給水を行つてもこ給水 4闊悩 り溶脱量が 1れ夕を超
える場合は極めて少い。
14)溶脱窒素の中70～95%は硝酸態窒素であつて特に地温が硝酸化成作用適温に達すると考え
られるも月中旬以降は滲透水中窒素の90%以上が硝酸態窒素であつた。
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